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謝辞 

○本日は，すばらしい会にお招き頂き， 

 ありがとうございました。 

 

○「新しいこと」を作り出すことは， 

 たいへんなことです。 

 

○皆様の勇気あるお取り組に対し， 

 心から敬意を表します。 



講評 16：15～16：25 

１．今，なぜ「地域コミュニティ」か 

 

２．盛り上がったワーク，地区特産物PR，地区発表 

        ↓ 

  「地域の暮らし」の中にこそ幸せがある 

 

３．国全体の流れ：「集落ネットワーク圏」 

            ＋ 

         「小さな拠点」 

 

４．さらなる向上のために 
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多様な主体が関わる必要 
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＜新しい地域コミュニティ＞ 

・ネットワーク型組織 
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参考になった「日高地区」の経験 

○ワークショップ後 

 「日高地区では何も困っていない」 
     （参考）そのような発言が出る 

         日高地区はすばらしい！ 

 

○困るからコミュニティを作るのではない 

      ↓ 

 より幸せに生きていくための  

   仕組みづくり 

   拠点づくり 

   人づくり 

ちなみに，わかってもらう必要
はない。 

結果として幸せになってもらう 

ことが大切。 



「安心して下さい！」 

豊岡市における 

「新しい地域コミュニティ」づくりは 

どこへ出しても恥ずかしくありません 

 

 



参考になった「日高地区」の経験 

○当初 

 「はじめから興味がある人はだーれも 

  おらへん」 

       ↓ 

（推測）おそらくは，興味がある人はいるはず 

    興味がある人は，地域の意思決定に 

    参画できない構造にあったと思われる 

 

○パネルディスカッション 

  「女性の声を拾うことができた」 



２．盛り上がったワーク，特産物販売，地区発表 

笑顔！ 
やればできる豊岡市 



２．「優良事例」と呼ばれるものに飛びつかない 

   お手本「身近な地区」にある 

 

90％以上の一般的な地域 
自分たちの「暮らし」にこそ価値がある 

全国トップクラスの地域へ 

視察に行き，「自分たちの 

地域ではとてもできない」 

と嘆く 

集落ベースで５％未満の 

消滅可能性集落の存在から 

「この先は何をやっても 

無駄だ」とあきらめる 

女性・子どもの参画が必要（男性の相対化） 

多様な主体の参画 



兵庫県篠山市集落丸山 



3．集落ネットワーク圏＝地域コミュニティ組織 



３．小さな拠点＝コミュニティセンター 



４．さらなる向上のために 

（１）３年後のジレンマ 
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各地区の 

つなぎ役は？ 

（３）「つなぎ役」がかぎを握る 
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「合意形成」に時間をかけることは 

無駄ではない 

地域住民にとっては「何もしない」 

ことが表向きの幸せかもしれない 

・このことは最も危ない考え方 

・「攻め」のみならず，「守り」も崩壊していく 

・「住めない」地域になっていく可能性がある 

地域づくりのコツ（１） 無理をしない 
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行動が結果を導く 

「案ずるより産むがやすし」 まずは行動せよ 

地域づくりのコツ（２）できることから実行する 

「できない理由づくり」は 

いくらでもできる 

合意形成は重要！ 



20 

「説得」より「納得」 

地域づくりのコツ（３）コツコツと「継続」する 

・地域住民の「ハート」を動かすことが大切 

正しいことが妥当だとは限らない 

・男性だけの地域づくりには限界がある 

ムードや機運を高める 

・地域への「期待感」が行動を承認する 
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無風層を見方につけろ 

・組織には２割の積極層と２割の消極層が必ずいる 

・しかし，問題は残りの６割の無風層 

「継続」していれば必ず味方が現れる 

積極層 無風層 消極層 

無風層を見方につければ一気に前向き志向 

無風層をつかめなければかなりの困難 



市長挨拶要旨 

○18歳人口が減少 

   ↓ 

○大学等を卒業しても戻ってこない 

○「都会が豊かだ」「田舎は貧しい」 

 と子どもも，大人たちも思い込んでいる 

 

○Iターンしてくる人たちは， 

 豊岡の「豊かさ」を求めてくる 



グローバル ＆ コミュニティ  

○ふるさと教育       

             誇りの醸成 

○英語学習          ↓ 

             世界に発信 

○演劇活動 

 

 

（市長）      （作野） 

 「豊岡でいいのだ」→「豊岡がいいのだ」  



コミュニティづくり３箇条 

コミュニティづくりに「失敗」
はない 

コミュニティづくりに「答え」
はない 

コミュニティづくりに「不可能」
はない 
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ご静聴ありがとうございました 
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